
(57)【要約】

【課題】  従来は厨芥など水分の多いごみは真空輸送設

備により効率的に輸送することができず、これら真空輸

送に不適な水分の多いごみは別途に収集車などを用いて

処理したり、スラリー輸送設備などを設置して処理する

などしているため、人件費などが費かり、また設備費な

どが増大するうえ、スラリー輸送には多量の水を必要と

するために給水設備や輸送後の水処理設備などに大きな

スペースを要する。また、ごみ袋に詰めて真空輸送する

場合は、輸送途中で破袋して水分が飛散するなどのトラ

ブルが発生する。

【解決手段】  水分を透過する内面材と、水分を透過さ

せない表面材と、内面材と表面材とに挟まれ水分を吸収

して凝固させる水分吸収体との多重構造のシート材を袋

状に形成するとともに、内面材に水分を透過させる開孔

を穿設する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  水分を透過する内面材と、水分を透過さ

せない表面材と、上記内面材と上記表面材とに挟まれ水

分を吸収して凝固させる水分吸収体との多重構造のシー

ト材を袋状に形成したことを特徴とするごみ袋。

【請求項２】  上記内面材に水分を透過させる開孔が穿

設されていることを特徴とする請求項１に記載のごみ

袋。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、真空輸送に不適な

厨芥など水分の多いごみを真空輸送する場合などに適用

されるごみ袋に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、厨芥など水分の多いごみは真空輸

送設備により効率的に輸送することができず、これら真

空輸送に不適な水分の多いごみは別途に収集車などを用

いて処理したり、スラリー輸送設備などを設置して処理

するなどしている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】上記のように、従来は

厨芥など水分の多いごみは真空輸送設備により効率的に

輸送することができず、これら真空輸送に不適な水分の

多いごみは別途に収集車などを用いて処理したり、スラ

リー輸送設備などを設置して処理するなどしているた

め、人件費などが費かり、また設備費などが増大するう

え、スラリー輸送には多量の水を必要とするために給水

設備や輸送後の水処理設備などに大きなスペースを要す

る。また、ごみ袋に詰めて真空輸送する場合は、輸送途

中で破袋して水分が飛散するなどのトラブルが発生す

る。

【０００４】

【課題を解決するための手段】本発明に係るごみ袋は上

記課題の解決を目的にしており、水分を透過する内面材

と、水分を透過させない表面材と、上記内面材と上記表

面材とに挟まれ水分を吸収して凝固させる水分吸収体と

の多重構造のシート材で袋状に形成されている。このよ

うな多重構造のシート材で形成されたごみ袋内に厨芥な

ど水分の多いごみを詰めることにより、ごみの水分がご

み袋の内部に閉じ込められてごみが真空輸送設備の管壁

に付着したり他の乾燥したごみを濡らして重くしたりす

ることなどがなくなり、厨芥など水分の多いごみが真空

輸送に適した状態となる。また、真空輸送中にごみ袋が

破損しても水分がごみ袋の中で凝固していることによ

り、水分が飛散するなどのトラブルが発生しない。

【０００５】また、本発明に係るごみ袋は、水分を透過

する内面材と、水分を透過させない表面材と、上記内面

材と上記表面材とに挟まれ水分を吸収して凝固させる水

分吸収体との多重構造のシート材で袋状に形成されてい

るとともに、上記内面材に水分を透過させる開孔が穿設

されている。このような多重構造のシート材で形成され

たごみ袋内に厨芥など水分の多いごみを詰めることによ

り、ごみの水分がごみ袋の内部に閉じ込められてごみが

真空輸送設備の管壁に付着したり他の乾燥したごみを濡

らして重くしたりすることなどがなくなり、厨芥など水

分の多いごみが真空輸送に適した状態となる。また、真

空輸送中にごみ袋が破損しても水分がごみ袋の中で凝固

していることにより、水分が飛散するなどのトラブルが

発生しない。また、内面材に開孔を穿設することによ

り、より一層ごみの水分が内面材を透過して水分吸収体

に吸収され易くなる。

【０００６】

【発明の実施の形態】図１は本発明の実施の一形態に係

るごみ袋の説明図である。図において、本実施の形態に

係るごみ袋は厨芥など水分の多いごみを真空輸送する場

合などに使用されるもので、真空輸送に適さない厨芥な

ど水分の多いごみを真空輸送に適する状態に変えて輸送

するため、中に水分を吸収する凝固剤を含んだ多重構造

のシート材を袋状に形成しており、本ごみ袋の中に厨芥

など水分の多いごみを入れることによりごみの水分を本

ごみ袋が吸収して凝固させ、本ごみ袋の凝固剤に吸収さ

れて凝固した水分が本ごみ袋内に閉じ込められることに

より、ごみが真空輸送設備の管壁に付着したり他の乾燥

したごみを濡らして重くしたりすることがなく、厨芥な

ど水分の多いごみを真空輸送に適した状態にして真空輸

送することができ、本ごみ袋を用いることにより既存の

真空輸送設備に変更を加えることなく厨芥など水分の多

いごみを容易に真空輸送することができるようになって

いる。

【０００７】図における符号１は液体の透過性を有し本

ごみ袋の内面を形成する内面材、３は液体の不透過性を

有し本ごみ袋の外面を形成する表面材である。２は水分

吸収体で例えば自己架橋性アクリル酸塩などの高分子吸

収剤からなり、所謂紙おむつや生理用ナプキンなどに用

いられている吸収体と同様に水分を吸収するとともに吸

収した水分を封じ込める特性を有する水分吸収凝固剤で

あるが、このような特性を有する水分吸収体であれば上

述した材質に限定されない。４は本ごみ袋の入口であ

る。また、内面材１はそれ自体積極的に液体を透過する

特性を有するが、水分が特に多い場合にはごみの性状に

応じた大きさで水分を透過させる複数の開孔５を有する

多孔性シートとしてもよい。なお、表面材３は真空輸送

の際に配管内における衝撃、摩擦などの外力にも十分に

耐えて破袋し難い丈夫な材質であることが好ましい。

【０００８】厨芥など水分の多いごみを真空輸送する場

合は、内部に水分吸収凝固剤の入った多重構造の本ごみ

袋内にごみを詰める。ごみの水分は本ごみ袋内面の水分

通過層の内面材１を通って吸収凝固層の水分吸収体２に

入り、そこで水分を吸収されて凝固する。本ごみ袋外面

の表面材３は水分を通過させない材質のものが採用され
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ているが、厨房内などに水切り設備を設置して事前に水

切りを行えるなどの場合は、本ごみ袋の下部に水切り用

孔６を穿設してもよく、この場合はより一層効果的にご

みの水分を取り除くことができる。このようにして、厨

芥など水分の多いごみは本ごみ袋内に入った状態で真空

輸送され、仮に真空輸送中に本ごみ袋が破損しても水分

がごみ袋内で凝固しているため、ごみが真空輸送設備の

管壁に付着したり、水分が他の乾燥したごみに透み込ん

だりするなど管内閉塞の原因となる可能性が小さい。な

お、本ごみ袋の固縛は入口４をひもやチャックなどで簡

易に縛るだけでよい。このようにして普通のごみと同様

に厨芥など水分が多く従来は真空輸送に不適なごみも真

空輸送設備により容易に輸送することができる。

【０００９】従来は厨芥など水分の多いごみは真空輸送

設備により効率的に輸送することができず、これら真空

輸送に不適な水分の多いごみは別途に収集車などを用い

て処理したり、スラリー輸送設備などを設置して処理す

るなどしているため、人件費などが費かり、また設備費

などが増大するうえ、スラリー輸送には多量の水を必要

とするために給水設備や輸送後の水処理設備などに大き

なスペースを要する。また、ごみ袋に詰めて真空輸送す

る場合は、輸送途中で破袋して水分が飛散するなどのト

ラブルが発生するが、本ごみ袋はこのような問題を解決

するために内部に水分吸収凝固剤を含む多重構造のシー

ト材を袋状に形成し、本ごみ袋内に厨芥など水分の多い

ごみを入れることにより多量の水分をごみ袋の中に閉じ

込めて真空輸送に適した状態とすることができる。厨芥

など水分の多いごみに含まれる多量の水分はごみなどを

真空輸送設備の管壁に付着させたり固化させたり、他の

紙ごみなどに染み込んで見掛けの比重を重くし、真空輸

送設備の管路内における閉塞を引き起こす原因となる

が、内部に水分吸収凝固剤の入った多重構造のシート材

で形成された本ごみ袋内に厨芥など水分の多いごみを詰

めることにより、水分がごみ袋の内部に閉じ込められて

ごみを真空輸送設備の管壁に付着させたり他の乾燥した

ごみを濡らして重くしたりすることがなくなり真空輸送

に適した状態となる。また、仮に真空輸送中に本ごみ袋

が破れても、水分がごみ袋の中で凝固していることによ

り水分が飛散するなどのトラブルが発生しない。これら

により、既存の真空輸送設備でも厨芥など水分の多いご

みを輸送することができるようになって厨芥など水分の

多いごみを収集車により収集したりスラリー輸送設備を

設置して輸送したりするなどの必要性がなくなり、費用

の節減や省スペース化などを計ることができる。

【００１０】

【発明の効果】本発明に係るごみ袋は前記のように構成

されており、厨芥など水分の多いごみが真空輸送に適し

た状態となるので、真空輸送設備でも容易に厨芥など水

分の多いごみを輸送することができて収集車などを用い

て処理したりスラリー輸送設備などを設置して処理する

必要がなくなり、人件費や設備費などが低減されるとと

もに省スペース化を計ることができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】図１（ａ）は本発明の実施の一形態に係るごみ

袋の斜視図、同図（ｂ）はそのシート材の断面図であ

る。

【符号の説明】

１    内面材

２    水分吸収体

３    表面材

４    ごみ袋の入口

５    開孔

６    水切り用孔
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【図１】
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